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重点目標「一歩ふみだす子」よりよく考え、主体的に行動する

地域の皆様の温かな愛に彩られた夏の思い出「納涼祭」

７月のある日、掛川市教育委員会から若い先生の指導にあたる指導員、通称「まご

ころ先生」が来校した。２年生の授業を参観していただくため、教室まで案内すると、

突然、こう話しかけられた。「和田岡小の２年生は本当にかわいいわね。子どもたちが

目が合うとみんな、ニコッとして挨拶してくれる。」私は「和田岡小の児童はどの学年

もみんなこんな感じですよ。」と返した。すると、まごころ先生は「いろいろな学校へ

行っているけど、なかなかこんな学校ないの。目が合うと、警戒してそらす子が多く

て、挨拶なんてしてもらえない。これって和田岡小の先生方と子どもたちの関係がと

ても良い証拠なの。大人を信頼し、安心してるのね。」っておっしゃった。「ふーん。

さすが元校長先生。一瞬でそんなことがわかるんだ。」って感心し、その評価に妙に納

得した。「確かに和田岡小の子どもたち、我々に愛されているからな･･･。」

８月11日、５年ぶりに和田岡地区まちづくり協議会主催の納涼祭が開催された。ご

挨拶を依頼されていたこともあり、開会前には本部テントにお邪魔した。すると会長

さんが、「今年は、奮発して、ここ数年中止で使わな

かった予算を打ち上げ花火に充てることができた。」

とおっしゃっていて一気に期待が膨らんだ。

夕闇が迫ると子どもたちの元気な声が響いてきた。

浴衣姿の児童も散見され、いよいよ納涼祭の開幕。嬉

しく思ったのは、「子ども花火」の企画。グラウンド

の一角で役員や消防の方のご指導のもと、手持ち花火

を始めた子どもたち。ドキドキする表情が、花火に照

らされてとてもかわいらしかった。

そして、和田岡っ子らしさが爆発したのは大道芸人ヒロキさんの中国ゴマが始まっ

たとき。次々大技を繰り出すヒロキさんが、コマをキャッチし損なうと、頼まれたわ

けでもないのにダッシュしてコマを拾い、届けてくれる子どもたち。そして、沸き起

こるヒロキさんへの「がんばれー！」の大声援。「失敗するのも、どーせ盛り上げるた

めの演出だろ。」とか考えてしまう自分の醜い心根が恥ずかしくなるほど、子どもたち

が夢中で声援を送る姿に、改めて「和田岡の子どもたちは純粋でかわいいな。」と思っ

たのだった。クライマックスでは「今年は奮発した」という会長さんのお言葉通り、

色とりどりの打ち上げ花火が和田岡の空を彩った。それを見上げ笑顔で歓声を上げる

子どもたち。最高の夏の思い出になったことだろう。そして、そんな子どもたちの姿

を見るにつけ、私は冒頭のまごころ先生とのやりとりの結論について、改めて思い直

した。「和田岡小の子どもたちは、地域の皆様にこんなにも愛されて、素直に優しく、

かわいらしく育っているんだな。」と。本当に素敵な納涼祭をありがとうございました。

打ち上げ花火は歳時記では秋の季語。季節は秋へ、そして、新たな挑戦のステージ

へと向かっていきます。第３ステージもよろしくお願いします。 校長 梅葉 紳介



はごろも教育研究助成賞授与式に校長が参加しました

本校が研究を進めている「探究的な学びをする子の育成～自ら問いを立て、進んで追究する授業

を目指して～」が、優れた研究と認められ、「令和６年度はごろも教育研究助成賞」を受賞しました。

さる７月 11日に授賞式が開催され、校長が出席し、助成金５０万円をいただきましたので、ご報告
いたします。なお助成金につきましては今後、本校の教育の質の向上のために役立ててまいります。




